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——  この社協だよりは、共同募金（助成金）の一部が使われております  ——
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穏
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
と

町
民
（
会
員
）
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

ふれあい・ささえ愛・みんなで楽しいまちづくりふれあい・ささえ愛・みんなで楽しいまちづくり

※町内の４公民館で展示中（4/27まで）※町内の４公民館で展示中（4/27まで）

『 あ つ ま れ ！ う ら ほ ろ の 森 』
（第22回 浦幌町社会福祉大会ほか）
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賀
新
年

謹
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新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
（
会
員
）
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
当
協
議
会
事
業
の
推
進
並
び
に
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
」
に
対
し
て
深
い
ご
理
解
と
多
大

な
る
ご
支
援
を
賜
り
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
浦
幌
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
第

一
次
産
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
漁
業
は
赤
潮
の
影
響
も

あ
り
過
去
に
類
を
見
な
い
不
漁
で
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

農
業
・
酪
農
業
で
は
安
定
的
な
価
格
で
終
わ
っ
た
年
と

な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
今
だ

終
息
が
見
え
ず
国
内
経
済
に
大
打
撃
を
与
え
て
お
り
ま

す
が
、
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
と
は
い
え
、

当
協
議
会
に
お
い
て
も
皆
様
の
健
康
と
安
全
が
何
よ
り

も
大
事
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
縮
小
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
て
、
三
密
の
回
避
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
の
徹
底
な
ど
基
本
的
な
感
染
防

止
行
動
の
実
践
等
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
介
護
・
福
祉
業
界
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
の
顕

著
化
に
よ
り
、
地
域
社
会
へ
の
影
響
は
ま
す
ま
す
増
え

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
当
社
会
福
祉
協
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地
域
の
課
題
や
社
会
的
孤
立

に
対
応
す
る
な
ど
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
相
談
や
支

援
に
つ
な
げ
る
役
割
を
果
た
す
事
が
大
切
で
あ
り
ま

す
。

　
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
団
体
と
し
て
、
社

協
組
織
の
使
命
と
役
割
を
再
確
認
し
、
町
民
皆
様
の

様
々
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
活
動
を
展
開
す
る
と
共

に
、
信
頼
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
を
常
に
目
指
し
、「
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と
暮
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
役
職
員
は
も
と
よ
り
町
民
皆
様

の
ご
期
待
に
応
え
関
係
機
関
、
団
体
並
び
に
町
民
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
一
体
と
な
っ
て
積
極
的

に
福
祉
施
策
の
推
進
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
町
民
（
会
員
）
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
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ま
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浦
幌
町
社
会
福
祉
協
議
会  

評
議
員

　
評
議
員
会
は
、
社
協
の
事
業
並
び
に
運
営
に
係
る

重
要
事
項
の
決
議
機
関
で
す
。

　
本
年
も
町
民
（
会
員
）
の
代
弁
者
と
し
て
役
職
員

と
共
に
奮
闘
し
て
参
り
ま
す
。

地域福祉の充実、安心して暮せるまちづくりを地域福祉の充実、安心して暮せるまちづくりを
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感 謝 状 贈 呈 者
社会福祉事業へ多大なるご貢献をいただいた団体
　本　町　公益社団法人 十勝池田地方法人会浦幌地区会 様

社会福祉事業資金として十万円以上の浄財を寄付された方
（令和元年10月10日〜令和３年９月30日まで　寄付月日順）

北　町 中　谷　トシ子 様 幸　町 白　木　　　實 様
帯　富 髙　橋　正　司 様 池田町 田　中　政　行 様
美　園 吉　田　　　誠 様 幾　栄 部　田　政　吉 様
合　流 小　林　政　幸 様 川流布 井　村　敏　文 様
帯広市 神　山　健　二 様 万　年 松　田　やす子 様
北　町 宮　本　政　司 様 合　流 渡　邊　　　勝 様
美　園 杉　山　栄美子 様 相　川 岡　田　愛　啓 様
厚　内 田　森　正　幸 様 住吉町 金　澤　孝　盛 様
宝　生 小　島　忠　徳 様 帯　富 円　子　紳　一 様
帯　富 山　村　幹　次 様 川　上 古　川　末　子 様
吉　野 谷　田　　　典 様 貴老路 㟢　田　忠　道 様
幾千世 米　澤　隆　慶 様 宝　町 鈴　木　咲　子 様
留　真 土　本　正　昭 様 常　室 松　浦　明　子 様
住吉町 斉　藤　るり子 様 合　流 小　島　葉　子 様
美　園 加　藤　日登美 様 十勝太 出　口　恵　子 様
東山町 杉　本　信　子 様 養　老 神　谷　敏　昭 様
栄　町 岡　㟢　美智子 様 栄　町 五十嵐　信　博 様
下浦幌 髙　木　政　志 様 合　流 松　田　泰　一 様

第22回 浦幌町社会福祉大会第22回 浦幌町社会福祉大会
（令和３年１１月１３日 　於 中央公民館）

※�

今
大
会
は
感
染
症
対
策
の
た
め
参
加
者
を
限
定
し
て
開
催
し
、
ま

た
『
ふ
れ
あ
い
広
場
う
ら
ほ
ろ
』
の
開
催
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

感
染
症
対
策
の
た
め
、
ご
案
内
出
来
な
か
っ
た
関
係
者
の
方
々
へ

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

表 彰 状 贈 呈 者

【浦幌町社会福祉協議会会長表彰】
  浦幌町社会福祉協議会役員として20年以上在職
　　共　栄 松　原　賀　子 　様

  浦幌町社会福祉協議会役員として10年以上在職
　　厚　内 野々村　　　壽 　様
　　瀬多来 山　田　道　夫 　様
　　寿　町 經　堂　岩　夫 　様
　　豊　北 松　川　則　子 　様
　　美　園 岸　田　　　睦 　様

  民生児童委員として10年以上在職
　　万　年 松　下　あや子　 様

  浦幌町社会福祉協議会職員として10年以上在職
　　住吉町 唐　澤　隆　則 　様
　　帯　富 守　田　　　薫 　様

【北海道社会福祉協議会会長表彰】
  社会福祉協議会役員として15年以上在職
　　厚　内 齋　藤　弘　史 　様
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会
員
同
士
の
親
睦
を
図

り
、
新
し
く
会
員
と
な
っ
た

方
の
歓
迎
も
含
め
、交
流
会
が

11
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
会
員
の
お

子
さ
ん
た
ち
の
発
案
で
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
行
い
、

久
々
の
交
流
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
年

度
の
会
活
動
な

ど
に
つ
い
て
も

相
談
し
、
積
極

的
に
意
見
を
交

換
し
て
い
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
が
見
送
ら
れ
て
い
た

商
工
会
女
性
部
（
木
下
和
恵
会
長
）
に
よ
る
お

食
事
会
が
二
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
年

分
の
思
い
が
た
っ
ぷ
り
詰

ま
っ
た
、
心
も
体
も
温
ま

る
美
味
し
い
お
料
理
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
食
事

の
あ
と
は
、
お
楽
し
み
抽

選
会
を
行
い
部
員
お
手
製

の
「
宝
引
き
」
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

浦幌町の高齢化率

－令和3年12月1日現在（　）内は前年増減－

◎ 総　人　口 4,423人 （−125人）

◎ 総 世 帯 数 2,218世帯 （−28戸）

◎ 高齢者人口（65歳以上） 1,897人 （−21人）

高齢化率  42.9％（＋0.7）

　12月10日（金）に令和３年度の会員研修交流会が開催されました。今年度も新
型コロナウイルスの影響により町外での研修を行わず、講師の先生と保健福祉セ
ンターをオンラインでつなぎ講演していただきました。
　講師には日本初、義手の看護師として活躍されており、北京・ロンドンのパラリンピック２大会に競泳
選手として出場し入賞した経歴を持つ「伊藤真波氏」をお迎えし、普段なかなか聞くことのできないお話
をご講演いただき、講演の最後にはバイオリンの演奏を披露していただきました。
　事故で片腕を失くしながらも、看護師になるという夢を叶え、前向きに努力されているお話に勇気と感
動をもらいました。身近に起こりえる体験談に、参加した会員さんも「障害に負けない気持ちを見習いた
い」「あきらめない姿を見て元気をもらった」など、とても有意義な時間を過ごすことができました。

　バイオリン演奏では、中島みゆきさんの「糸」を演奏してくださり、肩甲
骨の動きで弓を動かし奏でる音色はとても感動的で心に響く演奏でした。今
後の分会活動を前向きに取り組もうと改めて考える良い機会となりました。

講師の講師の伊伊
いい

藤藤
とうとう

真真
まま

波波
なみなみ

氏氏

オンラインでの研修▶

▶
講
師
の
バ
イ
オ
リ
ン

演
奏
に
感
動
の
拍
手

▲
義
手
で
バ
イ
オ
リ
ン

を
演
奏
す
る
伊
藤
氏

身体障害者福祉協会浦幌町分会　会 員 研 修 交流 会

商
工
会
女
性
部
　
秋
の
お
食
事
会

（
十
月
二
十
二
日
）

浦幌町手をつなぐ親の会　交流会浦幌町手をつなぐ親の会　交流会

お楽しみ抽選会（宝引き）

おふくろの味を堪能
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 プルタブをご寄付いただきありがとうございます 

社会福祉事業資金として

善意の寄付
（令和３年10月１日～令和３年12月24日）

　常日頃、地域福祉の推進に深いご理解を賜り温かいご支援と
ご協力をいただいておりますことに心より厚くお礼申上げます。
　この度、次の方々より社会福祉事業資金として多額の寄付並び
に物品等をお寄せいただきました。このご厚志に対し感謝をいた
すと共に紙上をもってお礼申し上げます。誠にありがとうござい
ました。

◎ エ コ 友 の 会 様 ◎ 万 　 年 坂 下 禮 子 様
チャリティー販売の収益
の一部を社会福祉事業資
金に
　　　　　　　  13,240円

12月の市街地区給食
サービス利用者さん
へ手編み靴下カバー
をプレゼント◎ 寿 　 町 高 澤 昭 一 様

御内室様のご逝去に際し 100,000円
◎ 豊 　 北 髙 木 政 志 様 ◎ 住 吉 町 キッチンカー竹村 様
御内室様のご逝去に際し　　　　　200,000円

紙オムツ・パット多数
チャリティー販売の収益の一部を
社会福祉事業資金に 2,000円

◎ 住 吉 町 井 　 村 　 由 美 子 様 ◎ 帯 　 富 井 村 愛 子 様
御主人様のご逝去に際し 100,000円 御主人様のご逝去に際し 50,000円
◎ 円 　 山 馬 場 浩 一 様 ◎ 円 　 山 髙 橋 恭 平 様
御尊父様のご逝去に際し 100,000円 御祖父様のご逝去に際し 100,000円
◎ 札 内 緑 地（株） 浦幌支店 様 ◎ 南 　 町 志 谷 博 資 様
社会福祉事業資金に
誕生日ありがとう運動本部へ

100,000円
使用済み切手多数

社会福祉事業資金に 50,000円
切手シート1枚

◎ 朝日生命労働組合 釧路支部 様 ◎ 北 　 町 川 　 田 　 ひ ろ み 様
在宅福祉事業に　　　　フェイスタオル91枚 在宅福祉活動に バリカン
◎ 住 吉 町 石 黒 啓 好 様 ◎ 北 　 村 　 林 　 業 　 （株） 様
御内室様のご逝去に際し 50,000円 誕生日ありがとう運動本部へ　使用済み切手多数
◎ 北 　 町 吉 田 裕 明 様 ◎ 緑 　 町 小 山 春 子 様
御母堂様のご逝去に際し 100,000円 御主人様のご逝去に際し 50,000円
◎ 住 吉 町 松 　 井 　 八 重 子 様 ◎ 幾 千 世 坂 口 健 児 様
御主人様のご逝去に際し 100,000円 御尊父様のご逝去に際し 100,000円
◎ 朝 　 日 髙 橋 福 一 様 ◎ 浦 幌 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 様
御母堂様のご逝去に際し 100,000円

歳末義援金を
社会福祉事業資金に

70,000円

◎ 東 山 町 出 口 和 枝 様
快気祝いとして社会福祉事業資金に 30,000円
◎ 万 　 年 佐 　 藤 　 ヱ ミ 子 様
在宅福祉事業に　　　　　肌着・タオル多数

万　年 上　山　留美子 様 1.2㎏ 北　町 川　田　ひろみ 様 2.8㎏
宝　町 楫　　　照　子 様 2.8㎏ 十勝太 小山内　加代子 様 2.6㎏
東山町 安　藤　裕　子 様 0.8㎏ 朝　日 西　　　義　男 様 2.3㎏
川　上 芳　川　弥寿子 様 1.4㎏ 道 の 駅 う ら ほ ろ 様 0.8㎏
川　上 古　川　末　子 様 1.4㎏ 札内緑地（株）浦幌支店 様 11.0㎏
緑　町 小　山　春　子 様 0.4㎏ （有）桑 原 新 聞 店 様 11.1㎏
北　町 大　木　栄　一 様 0.5㎏ 匿名でご協力いただいた方々 13.4㎏
厚内５区 吉　田　豊　一 様 1.0㎏ プルタブを集めて福祉の輪を広げよう


